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第 44回（2009年度第 2回）幹事会議事要録
日時：2009年 4月 11日（土）13：30～ 17：00
場所：名古屋大学文学部考古学リテラチャーラボ（2階

229号室）
出席者：南木会長，守田事務局長，那須庶務幹事，工藤会
計幹事，佐々木（由）広報・渉外幹事，能城編集委員長，
大井編集副委員長，山本行事委員長
報告事項
１．会員動向：現在の会員数が報告された（名誉会員 3名，
賛助会員 1社，一般会員 362名，学生会員 31名，団体
会員 8団体）。
２．除名者報告：2005年度より会費を滞納していた 2名
の会員を，2008年 12月 15日付けで除名とした。
３．退会申請書のHP掲載：退会申請書の様式を作成し，

HPからダウンロードできるようにした。
４．植生史研究の編集状況：第 17巻第 1号を 3月末に刊
行したことが報告された。第 17巻第 2号以降は査読中
論文 3本，修正中論文 1本，準備中論文 1本しかなく，
継続して会員の積極的な投稿を促す必要がある。
５．事務局連絡先の変更：4月 1日より庶務幹事の電話
番号が 046-858-1617に変更になったことが報告された。
また会計幹事の異動に伴い，会計（入会・異動・退会の
申し込み）の連絡先が変更になったことが報告された。
６．学会メールアドレスの変更：2009年 5月 1日より事
務局のメールアドレスを hbmain@hisbot.jpに，会誌投
稿のメールアドレスを hbjournal@hisbot.jpに変更する
ことが報告された。迷惑メール防止機能を強化するため。
７．ニュースレター郵送停止とメール発送のためのメーリ
ングリスト登録：経費削減の一環として，2009年 12月
よりニュースレターの郵送を停止し，次号（No.18）よ
りメールによるニュースレターの配信を開始することが
報告された。これに伴い，ニュースレター配信用アドレ
ス hbnews@hisbot.jpに会員のメールアドレスを登録し
てもらうよう，呼びかけることにした。
８．第 23回福島大会会計報告：第 23回大会の会計収支
報告があった。
９．転載許可報告：日本第四紀学会より植生史研究掲載図
版の転載許可申請があり，これを許可したことが報告さ
れた。

審議事項
１．会長・評議員選挙：第 7期選挙管理委員長に清永丈太
氏が推薦され，了承された。選挙のスケジュールは，会

長選挙：2009年 4月 20日公示，5月 20日投票締切，
5月 24日開票，評議員選挙：2009年 7月 19日公示，
8月 19日投票締切，8月 23日開票で実施することにした。
２．第 24回熊本大会：日程案が審議され，幹事会を前日
の 11月 16日（金）15時半～ 17時半より，評議員会を
18時～19時半に実施し，一般研究発表は11月17日（土）
の午前 9時から実施する案が出された。
３．第 25回大会：信州大学，名古屋大学の 2案が出され，
次回幹事会（10月 3日）までに開催地と日程を決定す
ることにした。
４．第 29回談話会：「植生史解明のための室内実験法 3―
位相差顕微鏡を用いた花粉の観察・同定―」が提案され，
実施することにした。講師は守田益宗氏，場所は岡山理
科大学，日程は 7月 18日～ 19日。
５．第 30回談話会：「阿蘇の草原の歴史をさぐる」が提
案され，実施することにした。これは第 24回熊本大会
後の巡検として，11月 8日～ 9日に実施する。世話人：
宮縁育夫氏，佐々木尚子氏。
６．植生史研究PDF公開にあたっての著作権譲渡について：
「植生史研究」の PDF公開を実施することを，ニュース
レター，HP等で会員に告知することにした。
７．奨励賞の規定改正および論文賞の提案：奨励賞改正お
よび論文賞新設に関する案を評議員会にかけて審議する
ことにした。

日本植生史学会第 7期会長選挙報告
会長選挙開票を 2009年 5月 24日（日）午後 3時より
総合研究大学院大学葉山高等研究センター会議室にて行
いました。開票は清永丈太選挙管理委員長，那須浩郎庶務
幹事，立会人 2名（中村琢磨会員，河野樹一郎会員）のも
と行われました。投票総数は 89票（無効票 3票）でした。
その結果は以下の通りです（敬称略）。
会長選挙結果：南木睦彦（最多 37票）；高原　光，能城
修一（次点 10票）

日本植生史学会第 7期評議員選挙報告
評議員選挙開票を 2009年 8月 23日（日）午後 3時よ
り総合研究大学院大学葉山高等研究センター会議室にて行
いました。開票は清永丈太選挙管理委員長，那須浩郎庶務
幹事，立会人 2名（中村琢磨会員，河野樹一郎会員）のも
と行われました。投票総数は 281票（無効票 2票）でした。
その結果は以下の通りです（敬称略）。
評議員選挙結果：高原　光，百原　新（20票），鈴木三男

事　務　局　報　告
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（12票），植村和彦，松下まり子（10票）；紀藤典夫，谷
川章雄（次点 8票）

メーリングリストによるニュースレター配信
日本植生史学会では，経費削減の一環として 2009 年

12 月よりニュースレターの郵送を止め，ニュースレター
No.20からはメーリングリストで配信することにいたしま
した。メーリングリストは学会登録アドレスから作成する
予定でしたが，メールアドレスを登録いただいている会員
が少ないため，会員の皆様に直接登録していただくことに
しました。登録は，hbnews@hisbot.jp（広報幹事宛）に，
会員名とニュースレターを受信するメールアドレスをお書
きの上，メールをお送り下さい。登録が出来次第，確認の
メールをお送りします。確認のメールが届かない場合はお
手数ですが再度ご連絡下さい。なお，電子メールを利用さ
れていない会員に関しましては，電話かハガキで学会事務
局までお申し出下さい。申し出のない会員にはメールでの
ニュースレター配信となります。

第 24 回日本植生史学会大会のご案内
第 24 回日本植生史学会大会を下記日程で開催します。

11 月 6日（金） 午後：幹事会・評議員会
11月 4日（土） 午前：一般研究発表（口頭）
　　　　　　午後：公開シンポジウム・懇親会

11 月 8日（日） 午前・午後：一般研究発表（口頭・ポスター）・
総会
会場　熊本大学工学部百周年記念館（熊本市・黒髪キャ
ンパス南地区）
主催：日本植生史学会・九州古代種子研究会
大会実行委員：甲元眞之（委員長）・小畑弘己・宮縁育夫・
仙波靖子・佐々木由香・佐々木尚子
公開シンポジウム 「植物と人間の共生—植物は栽培化（ヒ
トの関与）でどう変化したか—」

会員動向（2009年 3月～ 2009年 8月）
異動会員
工藤雄一郎（一般）　国立歴史民俗博物館研究部考古研究
系
宮田佳樹（一般）　名古屋大学年代測定総合研究センター
本郷美佐緒（一般）　有限会社アルプス調査所　理学研究
室

上中央子（一般）　東北大学学術資源研究公開センター植
物園
河野樹一郎（一般）　産業技術総合研究所地質情報研究部
門
田村　実（一般）　京都大学大学院理学研究科生物科学専
攻植物学教室
生方正俊（一般）　独立行政法人森林総合研究所　林木育
種センター北海道育種場

退会会員
田中利雄，崔基龍，杉山玲子

事務局連絡先の変更
2009年 8月 1日より連絡・問い合わせ先の庶務幹事
の電話番号が再度変更になりました。新しい番号は 046-
858-1598です。また，2009年 5月 1日より，迷惑メール
対策として事務局（庶務・会計・広報）と会誌投稿のメー
ルアドレスが変更になりました。
新アドレス　学会事務局 hbmain@hisbot.jp，会誌投稿
hbjournal@hisbot.jp

第 6期日本植生史学会役員
（任期：2007年 10月 1日～ 2010年度大会）

会　長：南木睦彦
評議員：鈴木三男，高原　光，辻　誠一郎，百原　新，山
田昌久
幹　事：守田益宗（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄
一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外）
編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長）
行事委員会：山本直人（委員長），佐々木尚子（副委員長）

第 7期日本植生史学会役員
（任期：2009年 10月 1日～ 2012年度大会）

会　長：南木睦彦
評議員：高原　光，百原　新，鈴木三男，植村和彦，松下
まり子
幹　事：西田治文（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄
一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外）
編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長）
行事委員会：近藤　敏（委員長），藤井理恵（副委員長）

査読者への謝辞
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